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＜活動事例の要旨＞ 

 管内トルコギキョウの安定出荷に向けて、環境モニタリング装置を活用した技術指導や

研修会の開催により、既存生産者の栽培技術向上および生産者間の繋がりの強化を図った。

今後も環境データの蓄積・共有を継続し、その有効活用方法を検討することで、当地域の

トルコギキョウ出荷量の維持・拡大を目指す。 

 

１ 普及活動の課題・目標 

  下関管内では、地域の主要品目としてトルコギキョウが栽培されており、加温促成に

よる２度切り栽培を軸として、様々な作型を組み合わせるとともに、平坦部から中山間

部でリレー出荷を実施することで、周年出荷体系を実現している。 

  一方で、近年夏期高温の長期化による初期生育の前進化や病害虫発生量の増加が問題

となっており、高品質な切り花栽培のためには、気象状況に対応した適切な栽培管理の

実践が求められる。 

  そこで、管内のトルコギキョウ主要生産者のハウスに環境モニタリング装置を設置し、

環境データの蓄積・共有、およびその活用を支援することで、栽培技術の高位平準化を

進めるとともに、生産者間の繋がりの強化を図った。 

 

２ 普及活動の内容  

（１）調査研究期間 

 令和７年９月から令和８年３月まで 

 

（２）調査研究の対象地域・場所 

 下関市豊田町１戸、豊浦町１戸、旧下関市西部地区２戸の計４か所（生産者４名） 

 

（３）調査研究方法の概要 

 ア 耕種概要 

  供試品種：セレブシリーズ、ボヤージュシリーズ等 

  定 植 日：令和７年 8月下旬 

  栽培方法：施設栽培 

（栽培管理は各生産者の慣行に準拠） 

 イ 設置機材 

  Agriware（(株)SmartLogic）、pFメーター 

  ※土壌水分センサーと pFメーターは 

約 30cmの距離に隣接して設置（図１） 

 ウ 調査内容 

環境データ（温湿度、日射量、土壌水分量、pF値） 

の収集、草丈、病害虫発生程度 

 

pFメーター 

土壌水分センサー 

図１ 土壌水分センサーと 

pFメーターの設置 



３ 普及活動の成果 

（１）環境データの比較 

  定植から一番花の収穫が終わる１月上旬までの環境データを比較することで、生産者

間の栽培管理の共通点または相違点を抽出した。 

 ア 気温・日射量 

  ・生産者ＡとＢを比較したところ、栽培期間を通じてハウス内の日平均気温の推移に 

大きな差はなかった（図２）一方で、生育初期における日積算日射量は生産者Ａの 

方が十分に確保されており（図３）、初期生育も旺盛であった（図４）。 

  ・篤農家とされる生産者Ａは生育初期に十分な日射量を確保するためにほとんど遮光 

を行わず、その代わりに循環扇による換気と少量多頻度の潅水で、高温による活着 

不良を防いでいることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産者Ａほ場（９/26時点） 

草丈：20～25cm 

生産者Ｂほ場（９/26時点） 

草丈：15～20cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品種：ボヤージュ（２型）ピンクシェイク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品種：アンバーダブル（２型）ピスタチオ 

 

 

 

 

図２ ハウス内平均気温の推移 図３ ハウス内日積算気温の推移 

10

15

20

25

30

35

8/25 9/14 10/4 10/24 11/13 12/3 12/23

気
温
（
℃
）

生産者A
生産者B

10

60

110

160

210

260

310

8/25 9/14 10/4 10/24 11/13 12/3 12/23

日
積
算
日
射
量
（

W/
m
2 ）

生産者A
生産者B

図４ 生産者ＡとＢの生育比較（定植から約１か月時点） 



 イ 土壌水分 

  ・環境モニタリング装置で得られる土壌含水率（％）を、土性の異なるほ場間でも比 

   較可能な数値とするために、土壌含水率と pF値との関係を調査した（図５）。 

  ・結果は、今回収集したデータには明確な関係は示されなかった。より多くのデータ 

数で分析を行う、またはセンサーの設置方法を変更するなどの検討が必要である。 

  ・一方で、生産者Ａ～Ｃの令和６、７年度の土壌水分量の推移を比較したところ、絶 

対値は異なるものの、どの生産者においても、生育初期は土壌水分量を高く保ち、 

生育後半になるにつれて多量少頻度の潅水管理になる傾向は共通していた（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）環境データに基づく技術指導 

  ・生育後期に黒斑病が発生した生産者Ⅾの環境履歴を分析した結果、気温が急激に低 

下した９月中旬以降、湿度が90％前後の状態が維持されていたことが分かった（図 

７）。 

  ・トルコギキョウ黒斑病は多湿条件下で発生しやすいため、適切な防除に加えて、９ 

月以降はハウス側面の開閉や循環扇により、通風・換気に努めるよう指導した。 

  ・今後は生産者自身が環境データを確認し、病害虫被害が拡大する前にハウス環境を 

改善できるよう支援していく。 
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図５ 土壌含水率（％）と pF値の関係 

図７ 生産者Ⅾハウスの気温と湿度の推移 

図６ 各ハウスの土壌水分量（％）の推移 

図８ トルコギキョウ黒斑病の 

発生（2025.9.18調査） 
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（３）環境データの活用に向けた支援 

 ・環境データの有効活用に向け、環境モニタリング装置設置生産者を対象とした研修会 

を開催した（図９）。 

 ・環境データの活用状況は生産者によって様々であ 

るが、栽培管理の指標や自身のほ場の特性（年間 

の気温の変動や水持ちなど）を把握する手段など 

として利用している。 

 ・また、本取り組みをきっかけに、以前よりも頻繁 

に情報交換をするようになったとの声も出ており、 

生産者間の繋がりの強化も進んでいる。 

 ・今後も環境データの共有を継続することで、産地 

  のトルコギキョウ安定生産に加え、地域の篤農家 

の技術継承が期待される。 

   

 

４ 今後の普及活動に向けて 

 ・各生産者はリアルタイムで環境データを確認しているものの、栽培管理の効率化や切

り花品質の向上に十分活かし切れていないのが現状である。他の施設園芸産地におけ

る環境データの活用事例を参考にしながら、今まで以上に有効活用していけるように

支援を継続する。 

 ・また、蓄積される環境データを利用して、新規栽培者の早期技術習得のための、下関

地域版トルコギキョウ栽培指標の作成等に取り組む。 

 

図９ 研修会の様子 


